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食事後の食器は病棟ごとに
下膳車で栄養科まで返却しま
す。病状によって食べられない
方もあるかと思いますが、残食
が少ないと嬉しいです。

下膳11

洗浄前室

返却された食器は種類ごとに分け
て浸漬を行った後、食器洗浄機で洗
浄を行います。その後、消毒保管庫で
加熱処理を行い、いつも清潔を保っ
ています。

食器洗浄12

毎日昼食の配膳後にミーティングを行い
ます。献立・発注の連絡や、アレルギー・
特別対応の食事について確認します。また、
検食簿のまとめや調理の工夫点などを情
報共有し、より良い食事作りに繋げるように
しています。
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当院の厨房は、動線が一直線に流れる設計で作業がしやすいで
す。また、24時間温度管理システムを導入し、デジタル化を行って
います。栄養科事務所の窓からは厨房内が見渡せ、調理状況が把
握できます。新しくなった厨房で、管理栄養士・調理師が力を合わ
せ、美味しくて安心・安全な食事作りをしています。笑顔で食べて
いただいてこそ栄養になると思います。

　緩和ケアのお食事は少量ずつ品数を多くし、ハーフ食
を取り入れるなどきめ細かく対応しています。3時にはご
自分でおやつを選んで召し上がっていただいています。
年に数回はデザートバイキングを行っています。

緩和ケアのデザートバイキング

小児の患者さんには
お子様ランチなどのメ
ニューもとり入れていま
す。3時にはおやつもあ
ります。

お産の方にはお赤飯とお祝
いメニュー、メッセージカードを
用意しています。
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緩和ケア

小児

お産の方

　5月23日（火）～ 26日（金）の4日間、岡山県立操山中学
校2年生の生徒さん4名が当院に職場体験に来られました。
4名は、9西・5東病棟、放射線科・薬剤科・検査科・リ
ハビリテーションセンター・栄養科、そして救急科の体験
をしました。救急科では、シミュレーションモニターの実践
やヘリポート見学、DMAT車の試乗などの体験をし、印象
深かったそうです。普段は、中学生として机上での学びが

中心ですが、この4日間はさまざまな医療職を体験したため、
ハードな学びの毎日だったようです。「看護は歩く距離も長
く、体力を使う仕事だと感じた」「患者さんに『ありがとう』と
言われ、うれしい気持ちになった」「患者さんに分かりやす
い言葉で伝えていた」「さまざまな職種の人が患者さんに関
わっていることを知った」などの感想が聞かれました。 4日
間という短い期間でしたが、「チーム医療」の実践を体験し
たようでした。
　3日目には、山本院長との対談がありました。中学生から

「死」について
問われ、院長
は「『いっしょ
うけんめい』
に過ごすこと
が後悔しない
生き方（死）、
そして『が ん
ばりすぎない』
ことも大切な
こと」と答えました。また、「夢」についても質問がありました。
操山中学校の4名の皆さまが未来の医療人として活躍され
ることを願っています。

岡山県立操山中学校の2年生4名が
当院で職場体験
副看護部長　茅原 路代

　7月29日（土）に奉還町商店街で行われた“スーパーノスタルジッ
ク夏祭り”「浪漫ティック奉還祭」に、今年も岡山済生会総合病院が
参加しました。山本院長をはじめ、なでしこチームと予防医学部のス
タッフが、ピンクのポロシャツ姿でなでしこプラン（生活困窮者支援
事業）の無料健康相談を行いました。
　今年は例年実施している骨密度測定や健康相談に加え、初の試
みとして血管年齢測定（限定100名）を行いました。骨密度測定を受
けられた方は129名、受付総数は136名で、例年よりも多くの方が、
暑い中でも途切れることなく来られました。血管年齢の結果について
は看護師から説明し、骨密度の結果説明や健康相談については、岡
山済生会総合病院附属外来センターの平松外来センター長、池田
予防医学部長、渡辺主任医長が担当しました。皆さん、真剣に話を
お聞きになっていました。順番を待っていただいている間に、外来セ
ンターや市民公開講座・無料低額診療事業のご案内をお渡しし、広
報活動を行いました。中には、「骨密度の測定を毎年楽しみにしてい
るの」「いつも済生会さんにはお世話になっています」「今日、済生会
を退院して来ました。またよろしくお願いします」など、スタッフに声を
かけてくださる方もいらっしゃいました。
　今後も地域の方との繋がりを大切にし、さまざまな活動に取り組ん
でいきたいと思いました。

スーパーノスタルジック夏祭りに参加して
医療福祉課　小川 美香

お子様ランチ

温冷配膳車14台を使用して病棟に適温で食事を届けています。温冷配膳車は、1つ
のお膳が温と冷のスペースに分かれており、温かい料理は温かく、冷たい料理は冷たいま
ま提供できるようになっています。食事と一緒に献立を記載した食札をお配りしています。

配膳10

温冷配膳車


